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令和８年度令和８年度
予算に対する予算に対する 各会派各会派のの見解見解

　

令
和
８
年
度
予
算
は
、
区
民
サ
ー
ビ
ス
に

直
結
す
る
経
常
経
費
、
い
わ
ゆ
る
一
般
事
業

費
は
52
億
円
も
急
増
し
、
３
５
１
億
円
に
達

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
財
政
規
律
の
防
衛
ラ
イ

ン
を
、
悪
い
意
味
で
「
限
界
突
破
」
し
た
異

常
事
態
で
す
。
ま
た
、
現
行
基
本
計
画
の
成

果
指
標
達
成
率
が
わ
ず
か
16
・
９
％
と
い
う

惨さ
ん

憺た
ん

た
る
結
果
に
終
わ
っ
て
い
る
事
実
に
も

し
っ
か
り
目
を
向
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

新
規
・
拡
充
事
業
が
次
々
と
打
ち
出
さ
れ
る

一
方
で
、
成
果
の
上
が
っ
て
い
な
い
既
存
事

業
の
廃
止
・
縮
小
、
い
わ
ゆ
る
「
ス
ク
ラ
ッ

プ
」
が
全
く
機
能
し
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、

建
築
後
80
年
の
長
寿
命
化
を
掲
げ
ま
し
た
が
、

そ
の
実
態
は
増
大
す
る
経
常
経
費
を
工
面
す

る
た
め
に
「
今
」
の
支
出
を
抑
え
、
現
在
の

子
ど
も
た
ち
が
納
税
者
と
な
る
「
未
来
」
へ
、

総
額
３
６
０
億
円
も
の
負
担
を
先
送
り
す
る

も
の
で
す
。
耐
用
年
数
を
延
長
し
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
令
和
16
年
度
時
点
の
基
金
残
高

推
計
は
、
わ
ず
か
１
年
で
１
１
４
８
億
円
か

ら
８
６
５
億
円
へ
と
、
２
８
３
億
円
も
激
減

し
て
い
ま
す
。

　

歳
入
見
積
り
に
は
経
済
成
長
指
標
を
反
映

さ
せ
な
が
ら
、
歳
出
の
柱
で
あ
る
施
設
整
備

費
に
は
イ
ン
フ
レ
率
を
一
切
加
味
し
て
い
ま

せ
ん
。
昨
今
の
物
価
高
騰
を
鑑か

ん
が

み
れ
ば
、

現
況
の
イ
ン
フ
レ
率
を
掛
け
合
わ
せ
る
だ
け

で
、
基
金
残
高
は
下
降
線
を
た
ど
り
、
底
を

つ
く
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
改
め
て
将
来
の

予
測
を
練
り
直
し
堅
実
な
財
政
フ
レ
ー
ム
に

組
み
直
し
て
財
政
運
営
を
進
め
る
べ
き
で
す
。

将
来
世
代
へ
の
責
任
を
果
た
せ

自
由
民
主
党
議
員
団

　

新
年
度
は
、
区
立
学
校
の
教
材
費
・
修
学

旅
行
・
移
動
教
室
費
の
無
償
化
、
給
付
型
奨

学
金
事
業
の
募
集
開
始
、
学
習
支
援
事
業
の

対
象
拡
大
、
障
害
者
福
祉
手
当
や
難
病
患
者

福
祉
手
当
の
拡
充
、
５
歳
児
健
診
の
試
行
実

施
、
歯
科
健
診
の
対
象
年
齢
拡
充
な
ど
、
住

民
の
切
実
な
願
い
に
こ
た
え
る
も
の
が
多
く

盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。
会
派
と
し
て
長
年
求

め
て
き
た
、
エ
ア
コ
ン
購
入
費
助
成
や
気
候

危
機
対
策
で
も
前
進
が
図
ら
れ
ま
す
。
ミ
ド

ル
期
シ
ン
グ
ル
の
実
態
把
握
・
若
者
実
態
調

査
な
ど
に
踏
み
出
す
こ
と
や
、
公
契
約
条
例

に
基
づ
き
、
委
託
や
会
計
年
度
任
用
職
員
の

給
与
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

　

２
０
２
６
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
２
１

２
６
億
９
４
０
０
万
円
と
、
過
去
最
大
の
予

算
規
模
と
な
り
ま
し
た
。
納
税
義
務
者
数
や

区
民
の
平
均
所
得
が
あ
が
る
一
方
で
、
生
活

援
護
課
に
寄
せ
ら
れ
る
生
活
相
談
や
生
活
保

護
申
請
件
数
は
昨
年
度
と
比
べ
て
も
増
加
し

て
お
り
、
経
済
格
差
の
拡
大
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。
介
護
事
業
者
や
中
小
企
業
支
援
な
ど
と

あ
わ
せ
、
更
な
る
対
策
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

現
在
、
見
直
し
作
業
が
お
こ
な
わ
れ
て
い

る
中
野
駅
新
北
口
駅
前
エ
リ
ア
の
再
整
備
事

業
は
、
幾
度
に
わ
た
る
意
見
交
換
会
や
幅
広

く
実
施
し
た
意
見
聴
取
に
基
づ
き
、
住
民
参

加
で
作
り
上
げ
る
こ
と
を
重
ね
て
要
望
し
ま

す
。
現
情
勢
も
ふ
ま
え
、
平
和
事
業
の
更
な

る
充
実
、「
中
野
区
人
権
及
び
多
様
性
を
尊

重
す
る
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
の
理
念
を
活
か

し
た
取
り
組
み
の
推
進
を
強
く
求
め
ま
す
。

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
区
政
の
実
現
を

日
本
共
産
党
議
員
団

　

令
和
８
年
度
の
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算

は
２
１
２
６
億
９
４
０
０
万
円
と
、
前
年
度

に
比
べ
９
・
１
％
の
増
と
な
っ
た
。
歳
入
は
、

基
幹
収
入
で
あ
る
特
別
区
税
と
特
別
区
交
付

金
が
過
去
最
高
を
更
新
す
る
な
ど
堅
調
に
推

移
し
て
い
る
。
し
か
し
、
中
東
情
勢
の
緊
迫

化
や
国
庫
支
出
金
の
割
り
落
と
し
、
国
の
不

合
理
な
税
制
改
正
に
よ
る
影
響
な
ど
の
財
政

リ
ス
ク
を
十
分
に
想
定
し
た
行
財
政
運
営
を

求
め
る
。
歳
出
で
は
、
中
野
駅
周
辺
ま
ち
づ

く
り
に
関
し
て
、
年
内
に
中
野
駅
西
口
が
開

業
す
る
な
ど
駅
周
辺
の
基
盤
整
備
が
着
々
と

進
む
中
、
拠
点
施
設
整
備
の
遅
れ
で
区
民
便

益
の
損
失
が
長
期
に
わ
た
り
続
く
こ
と
は
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
。
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
着

実
な
推
進
を
求
め
る
。
ま
た
、
区
立
学
校
の

教
育
に
関
す
る
費
用
負
担
補
助
に
よ
り
子
育

て
・
教
育
環
境
が
向
上
し
、
誰
も
が
質
の
高

い
教
育
を
受
け
ら
れ
る
機
会
が
拡
大
す
る
こ

と
を
期
待
す
る
。
さ
ら
に
、
経
済
的
理
由
に

よ
り
高
等
教
育
へ
の
進
学
を
断
念
せ
ざ
る
を

得
な
い
若
年
を
対
象
と
し
た
給
付
型
奨
学
金

事
業
を
高
く
評
価
す
る
。
こ
の
他
、
保
育
所

等
の
業
務
負
担
軽
減
支
援
事
業
、
成
人
歯
科

検
診
に
80
歳
を
追
加
、
ひ
と
り
親
家
庭
相
談

の
体
制
拡
充
、
英
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
等
の
向
上
、
な
か
の
デ
ジ
タ
ル

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
整
備
等
の
事
業
を
評
価

す
る
。
新
た
な
基
本
計
画
が
ス
タ
ー
ト
す
る

年
に
あ
た
り
、
長
期
的
な
視
野
に
立
っ
た

「
区
政
１
０
０
年
の
計
」
を
切
り
開
く
、
区

長
の
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
期
待
す
る
。

中
野
の
未
来
を
拓
く
区
政
の
実
現
を
！

立
憲
・
国
民
・
ネ
ッ
ト
・
無
所
属
議
員
団

　

令
和
８
年
度
中
野
区
一
般
会
計
予
算
の
一

般
会
計
総
額
は
２
１
２
６
億
９
４
０
０
万
円

で
あ
り
、
前
年
度
比
１
７
６
億
９
８
０
０
万

円
、
９
・
１
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
中
野
区
は
「
１
０
０
年
に
一
度
」

と
も
称
さ
れ
る
大
規
模
な
街
づ
く
り
が
中
野

駅
や
西
武
新
宿
線
沿
線
等
で
進
め
ら
れ
、
ま

さ
に
歴
史
的
な
転
換
点
を
迎
え
て
い
ま
す
。

今
回
の
予
算
案
に
は
、
こ
う
し
た
都
市
基
盤

の
整
備
の
み
な
ら
ず
、
長
引
く
物
価
高
騰
へ

の
対
応
、
産
後
ケ
ア
の
拡
充
、
さ
ら
に
は
教

材
費
や
修
学
旅
行
費
の
負
担
軽
減
等
、
子
育

て
世
代
を
は
じ
め
と
す
る
区
民
生
活
の
不
安

を
払
拭
し
、
安
心
を
支
え
よ
う
と
す
る
区
の

強
い
意
志
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
評
価
い
た

し
ま
す
。
都
支
出
金
は
２
１
７
億
３
６
７
４

万
６
０
０
０
円
と
前
年
度
比
16
億
１
１
４
８

万
５
０
０
０
円
の
増
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の

う
ち
都
補
助
金
は
１
３
６
億
円
余
に
の
ぼ
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
荒
木
ち
は
る
都
議
会
議
員

と
も
連
携
し
つ
つ
、
我
が
会
派
が
主
張
し
て

い
る
東
京
都
と
区
の
施
策
展
開
が
相
応
に
連

動
し
て
い
る
結
果
で
あ
り
評
価
で
き
ま
す
。

　

東
京
都
と
連
携
し
実
施
さ
れ
る
産
後
ケ
ア

に
お
け
る
デ
イ
ケ
ア
の
単
価
改
定
・
多
胎
児

に
向
け
た
利
用
回
数
の
増
加
、
新
た
な
基
本

計
画
の
案
に
は
医
療
的
ケ
ア
児
の
受
入
体
制

の
充
実
、
総
合
的
支
援
が
明
記
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
学
童
ク
ラ
ブ
従
事
者
の
宿
舎
借
り

上
げ
支
援
、
病
児
保
育
の
拡
充
、
18
歳
以
降

の
障
が
い
者
の
居
場
所
づ
く
り
等
を
東
京
都

と
連
携
し
つ
つ
進
め
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
観
点
で
の
予
算
執
行
を

都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
中
野
区
議
団

　

令
和
８
年
度
一
般
会
計
予
算
は
過
去
最
大

規
模
と
な
り
、
社
会
保
障
費
や
投
資
的
経
費

の
増
加
が
続
く
中
、
持
続
可
能
な
区
政
運
営

は
経
常
経
費
削
減
が
不
可
欠
で
、
徹
底
さ
れ

て
こ
な
か
っ
た
予
算
編
成
方
針
の
遵じ

ゅ
ん

守し
ゅ

を
求

め
ま
す
。
歳
入
で
は
国
庫
補
助
金
は
大
幅
減

が
続
き
、
来
年
度
も
減
額
が
見
込
ま
れ
、
都

交
付
金
も
不
透
明
で
す
。
為
替
や
物
価
高
騰
、

税
制
改
正
等
の
動
き
を
注
視
し
、
一
般
財
源

へ
の
影
響
回
避
が
必
要
で
す
。
財
政
運
営
で

は
基
金
と
起
債
の
バ
ラ
ン
ス
も
再
検
討
し
、

金
利
動
向
を
踏
ま
え
リ
ス
ク
の
最
小
化
と
資

産
活
用
の
最
大
化
を
図
る
べ
き
で
す
。
一
方

歳
出
は
、
会
派
で
求
め
て
き
た
防
犯
機
器
補

助
の
継
続
・
拡
充
、
学
用
品
費
・
修
学
旅
行

費
等
の
無
償
化
、
小
１
の
壁
解
消
に
向
け
た

早
朝
見
守
り
や
学
童
の
朝
の
居
場
所
づ
く
り
、

食
品
配
付
の
拡
充
、
母
子
保
健
Ｄ
Ｘ
、
５
歳

児
健
診
、
24
時
間
Ａ
Ｅ
Ｄ
、
生
活
保
護
世
帯

へ
の
エ
ア
コ
ン
助
成
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ポ
イ

ン
ト
活
用
、
物
価
高
騰
対
策
と
し
て
の
補
助

金
増
額
な
ど
、
区
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る

施
策
の
前
進
を
評
価
し
、
今
後
は
ナ
カ
ペ
イ

を
活
用
す
る
な
ど
さ
ら
な
る
物
価
高
騰
対
策

を
期
待
し
ま
す
。
給
付
型
奨
学
金
は
本
来
国

の
責
務
で
あ
り
、
区
が
制
度
を
構
築
す
る
場

合
は
返
済
助
成
や
基
金
活
用
を
含
め
、
十
分

な
検
証
と
条
例
制
定
に
よ
る
透
明
性
確
保
が

不
可
欠
で
す
。
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
な
ど
新
北

口
エ
リ
ア
周
辺
の
再
開
発
は
、
不
確
実
な
社

会
経
済
状
況
に
備
え
、
柔
軟
な
検
討
と
複
数

の
選
択
肢
の
も
と
丁
寧
な
議
論
を
望
み
ま
す
。

区
民
生
活
を
守
る
持
続
可
能
な
区
政
運
営
を

公
明
党
議
員
団
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